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WWFについて

WWF（World Wide Fund for Nature/世界自然保護基金）は、1961年にスイスで設立。
世界100か国以上で活動する環境保全団体です。

◆WWFのミッション
地球の自然環境の悪化を食い止め、人類が
自然と調和して生きられる未来を築く。

◆WWFの二大目標
①生物多様性の回復
②脱炭素社会の実現

◆WWFの主な活動テーマ
・森林・海洋・淡水生態系の保全
・希少な野生生物の保全
・気候変動とエネルギー
・持続可能な生産と消費



WWF/ZSL （2022）生きている地球レポート 野生生物の個体数 1970年 vs 2018年比 3

淡水に依存する生物の現状（グローバル）

海の生きもの

-36%

淡水の生きもの

-83%

陸の生きもの

-38%



Dudgeon et al (2006) Freshwater biodiversity: importance, threats, status and conservation challenges, Biol. Rev. (2006), 81, pp. 163–182. 4

減少の要因
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水質汚染、農薬など

食用・観賞用の捕獲
土砂採掘なども

圃場整備
河川・水路の改修など

河川の横断工作物等によ
る回遊阻害
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水田・水路の環境の変化
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環境省 生物多様性及び生態系サービスの総合評価に関する検討会（2016）生物多様性及び生態系サービスの総合評価報告書 6

水田面積の減少と整備率の変化

整備面積は、
2000年代には

水田面積は、
1960年代と比較

-24%

60%
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水辺の生きものに負荷が高い改修が進む背景

気候変動
災害の激甚化
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水路への改修ニーズ

生産調整・
作物の転換

耕作放棄
農地の転用
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ない！
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需要減

効率的で収益性の
高い農業のニーズ嗜好の

変化
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①基本的な方針における生物多様性の位置づけ

環境と調和のとれた食料システムの確立が新たな基本理念として位置づけられたことを踏まえ、基本計画の「施
策についての基本的な方針」において、独立した項目として農地における生物多様性の保全を明記し、その負荷
削減をあらゆる施策において計画することを明記すべき。
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②生物多様性に関連したPDCAの実装

基本計画において、生物多様性保全の観点からもＰＤＣＡを回す新たな仕組みの導入を行うこと
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③改定を待たずに法制化を進める事項への意見

基本計画の改定を待たずに法制化を進める事項に関し、改正基本法が掲げる基本理念に基づき、食料供給の各段階
における環境への負荷の低減、ネイチャーポジティブの実現に向けて適切な施策の検討を行うべきである。
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